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図1  銀河宇宙線、太陽粒子、捕捉粒子帯

宇宙から見た南極付近の
オーロラを示します。

オーロラ帯は地磁気極を
中心とする楕円形となって
います。赤点は地磁気極、
青点は地理極（北極点）を
示します。

地理極地理極

地磁気極地磁気極

図2  オーロラが高頻度で発生するオーロラ帯

図4　WASAVIESで計算した1mの高さでの宇宙放射線による全世界被ばく線量率分布（μSv/h)

上図：2025年10月15日のデータに基づいて計算したもので、最大線量率0.036
μSv/hを100％として表示しています。

下図：太陽フレアが観察された2005年1月20日のデータに基づいて計算したもので、
最大線量率0.172μSv/hを100％として表示しています。

図3  オーロラの照度と網膜の桿体細胞による暗所視と錐体細胞による明所視
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